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本年度会長を務めております山﨑 宏と申

します。

現在子どもたちは様々な環境の中で生活

をしております。

当協議会としては、子ども、保護者、先生

また、地域の方々の協力をもって「笑顔」あ

ふれる環境を作り、子どもたちを育てていき

たいと考えております。

当広報紙をきっかけに皆様方の繋がりが広がることを願う

とともに、今後とも鳥取県ＰＴＡ協議会活動へのご協力をお

願いいたします。

10月10、11日に鳥取市で開催された『日本のまつり・2009鳥取』において、高円宮妃殿下歓迎デモン

ストレーションで因幡のかさ踊りを披露する国府東小学校、国府中学校の児童・生徒たち
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去る、８月21日（金）、22日（土）の日程にて宮城県の各
地（仙台市を除く）で第57回日本ＰＴＡ全国研究大会みやぎ
大会が開催されました。
全国から約8,000名のＰＴＡ関係者が集い、「向き合お

う！まっすぐに語り合おう！ 子どもの未来のために」を大
会スローガンとして、さらにメインテーマとして、
１ 自ら学び実践するＰＴＡ活動
２ 家庭・学校・地域社会が協働し子どもを育むＰＴＡ活動
３ 子どもの安全・安心な教育環境を整えるＰＴＡ活動
４ 食の大切さを考え基本的生活習慣を実践するＰＴＡ活動
５ 環境を大切にし人を愛する心豊かな子どもを育むＰＴ

Ａ活動
６ 子ども一人ひとりの自己実現を支援するＰＴＡ活動
の設定のもと、各分科会及び全体会が開催されました。
鳥取県からは21名が参加し、情報交換及び研鑽を深めたと

ころであります。今回はその概要について報告いたします。

猿猿１日目分科会猿猿
研究領域毎に県内各地で11の分科会が開催されました。
私は、多賀城市文化センターを会場とした特別第１分科会
に参加しました。この特別第１分科会は、

領域 日本ＰＴＡ
研究テーマ「青少年とメディア」

～リテラシーへの取り組み、
メディアから見たPTA～

として、アトラクション、基調講演、報告、シンポジウムか
ら構成されており、会場運営は多賀城市ＰＴＡ連合会が担当
されていました。
オープニングのアトラクションの後、恵泉女学園大学大学
院平和学研究科教授であり、ＢＰＯ（放送倫理番組向上機
構）・青少年委員会前委員長であった大日向雅美氏の講演が
ありました。
基調テーマは「視聴者意見にみる親子像～子どもはテレビ
をどう受容しているのか～」でした。内容としては、日本Ｐ
ＴＡ全国協議会が俗悪な番組としていた「８時だよ全員集
合！！」などがテレビ番組の中心だったころは、テレビが家
族団らんの主役であり、テレビ番組を介した会話があったこ
と、現在はテレビを見ながらの家族の会話もなくなり、テレ
ビも娯楽の座から降りていることなど、テレビと団らんに関
する現状を説明。ＢＰＯの組織として青少年委員会があり、
その中で扱っていた視聴者の意見で多いのは、ニュースを含
めて多くのテレビ番組がワイドショー化などのメディアの
放送のあり方にも問題があること、子どもの遊びに暴力的な
ものが見られることがあるのは、テレビ番組の正義の味方が
悪者をやっつけることが影響していること、バラエティー番
組に「イジメとイジラレ」といったような設定に課題がある
ということでした。
また、「家庭の教育力の低下」という問題では、一家庭に

多くの子どもがいた昔と違って今ほど一人ひとりに対する
教育に熱心な時代はないのではないか、ただ、子育てに完璧
を求めすぎて、早期・英才教育などに熱心になりすぎる傾向
があるのではないか。かえって力を入れる必要のないとこ

ろに力が入りすぎており、親が追い詰められているのではな
いかと指摘。逆に「列に割り込んだり」「他人のおもちゃを
取る」といった子どもの行動に対し、「意欲」と「わがまま」
の履き違え、当たり前のようなしつけやルールを教えないと
いった保護者が存在することを危惧されていました。
また、幼児期のテレビ視聴が悪影響を与えると言った意見
では、アメリカにおける１歳６ヶ月ほどの子どもに対する６
時間もの長時間視聴に対する、その時点での影響を考察した
もので追跡調査がなされていないものであり、どちらかとい
えばテレビの影響というより親の子育てにおける親の関与
の問題であることなど、ただ、その原因の一部にメディアの
放送のあり方に問題があるのではないのかといったことな
ど、保護者に対して示唆に富んだ内容でした。
この後、日本民間放送連盟の事業部長である三好晴海氏に
よる「メディアリテラシー実践プロジェクト」のメソッドと
題した報告を受け、パネルディスカッション形式のシンポジ
ウムへと移りました。
全体として、社会環境やメディア環境の変化が、子どもた

ちを取り巻く情報環境を大きく変えており、子どもとメディア
をめぐる問題について、テレビ放送などの役割、家庭環境や
家族の会話・しつけ、保護者の役割が重要であるといった内容
でした。

猿猿２日目全体会猿猿
利府町のセキスイハイムスーパーアリーナを会場にアト
ラクションで始まり、開会式・大会宣言と一連のセレモニー
が終了した後、脳トレで有名な医学博士で東北大学教授であ
る川島隆太氏による記念講演がありました。
演題「脳科学から見た 早寝・早起き・朝ごはんの大切さ」

として最新の脳科学の研究を基にした講演でありました。
最初に、脳の認知機能は絶対ではないということを碁盤の
色の差の誤認の体験から理解させるところから始まりまし
た。脳の構造から右脳教育、左脳教育など脳にまつわる神話
は亡霊であること、加齢と体力の低下と共に、読み出し機能
の低下（名前が出てこない）、「あれ」とか「これ」といった
代名詞の増加、記憶の障害（昨日のことが思い出せない）、
情動の抑制の低下（涙もろくなる）といった脳の機能も必ず
低下してくるが、低下を緩やかにすることは努力できること
など解説されました。「本を読む」とか「計算をする」といっ

第57回日本ＰＴＡ全国研究大会



3

平成21年12月1日 第61号県PTA広報とっとり

た行為、昔からよく言われる「読み書きそろばん」が、脳の
前頭葉に刺激を与えるものであり、この刺激を受ける前頭葉
の部分が創造・コミュニケーションを司る部分でもあるた
め、その相関関係が高いことで、脳細胞は乳幼児期と中学・
高校期に増大するが、中学・高校期の増大が幼児期より大き
いこと、親が関与できるのはせいぜい小学校低学年までで自
分の努力が最も重要であり、親に似たということはないとの
ことでした。
脳の発達から見れば、小学校４～５年で切り替わりがあ
り、それまでは先生のいわれることに従うことが多いが、そ
れを過ぎると「なぜ」、「どうして」とかいった自分で考え疑
問を持つようになる、小学校の学習方法も低学年は担任制、
高学年は教科制を取り入れる必要があると、訴えておられま
した。さらに、繰り返し学習とゆとり学習は脳の発達から考
えればどちらも重要であり、文部科学省の方針の揺れは非常
に問題があること、運動もしないで睡眠を削ってガリ勉をし
てきた学生より、部活などで運動をし、睡眠もとり、勉強も
してきた学生が大学では大きく伸びることなど興味深く聞
きました。
朝ご飯はみそ汁が付いた和食が理想であること、特に朝ご
飯については、従来脳は糖質のみを栄養源で働いているとい
われていましたが、糖質のみのご飯だけやパンのみでは、欠

食と同様の働き程度しかないことが分かり、十分働かせるた
めには、大豆等に多く含まれるリジンという必須アミノ酸が
必要なことが分かってきました。生活習慣や社会性の発達
に関しては読書量や食事中の会話との関連が高いこと、調理
行為は前頭葉を活性化させる効果があり、子どもに作らせて
その場でほめるとさらに効果が高いこと、親子で会話をする
ことは子どものストレスを減少させ、不安、うつ、非行行動
が減少することなど、非常に参考になる内容でした。
さらに、子どものためを思って遅くまで塾に通わせるの
は、脳にとっては虐待のような行為であり、将来の子どもの
伸びを摘むような行為ではないかとのコメントもありまし
た。
その内容は、県ＰＴＡ協議会としても取り組んでいる重要
な課題でもあり、今後の活動に対して方向性を示す非常に示
唆に富んだ講演でありました。
来年度は、８月27日(金)、28日(土)の日程で千葉県幕張

メッセをメイン会場として「房の国 集い語れば 実りあ
り」を大会スローガンとして開催されます。是非とも多数の
参加があればと思います。
ちなみに、仙台の牛タン定食は、さすが本場だけあって美
味しかったことも申し添えておきます。 横山隆雄

みやぎ大会の報告

松江大会のテーマは
親子で語ろう「生きる力」
～今、夢をふくらませて～

このテーマのもと午前中は、ＰＴＡ活動や身近な子供た
ちを取巻く問題について8分科会に分かれて、先進的な取
組み事例を紹介し、参加した会員が問題解決のヒントを持
ち帰る事が出来るよう、情報交換をいたしました。
それぞれの分科会の研究内容は、
〇ＰＴＡ活動のあり方について
～祭り気分で全員参加～

〇いじめについて“心のカベはどうなった？”
～実は私、しっぽがあります。～

〇食育について“いただきます”
～親としてすべきことは～

〇子どもとメディアの関係について
～メディアから心と体をときはなて～

〇学力向上 ～早寝･早起き･朝ごはん・家庭学習～
〇親力の向上をめざして
～子どもと一緒に成長していこう～

〇子どもの安全 ～携帯電話と子どもの関わりから～
〇放課後の活動について
～子どもに学び、子どもを育てる～

という内容でした。
どの分科会も、今まさに子どもたちに対して、親として

取り組まなければならない問題ばかりで、参加された皆さ

んにとっては、単Pの活動を考
える上で大変参考になったと
思います。
午後は、中高生によるバン
ド、ラメールジャズオーケス
トラによるアトラクション、開会式のあと、共立女子大学
名誉教授でエッセイストの木村治美氏の記念講演です。
演題は

日本人としてかく生きたい
～手間ひまに心の豊かさを～

というものでした。子どもたちを育てていくうえで、た
くさんの気づきと、啓発を与えていただけるお話をたくさ
ん頂きました。
親として人生の目的をどうとらえているか？「どんな子
どもを育てたい」と、問われて「人に迷惑をかけない子」
と答える親で良いのか？胸を張って「世のため人のために
になるような人になれ」と言える親でありたい。そう思い
ました。
子育ては、手間ひまの塊です。親になるにも学習が必要
です。親としても単Pの役員としても大変勉強になった松
江大会でした。
来年度は、11月13日（土）鳥取県米子市で開催されま
す。松江大会に負けない素晴らしい大会となるように頑
張りましょう。

前嶋伸一

11月７日（土）、島根県松江市のくにびきメッセにおいて、中国ブロック研究大会が
ＰＴＡ会員約2000名参加のもとに盛大に開催されました。

第39回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会島根県松江大会
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岩美郡小中学校ＰＴＡ連合会は、中学校１校、小学校
３校で構成されており、会員相互の親睦を深める事業の
一環として小中学校ＰＴＡバレーボール大会を毎年実
施しています。
今年も10月25日（日）、岩美町民体育館において、榎
本岩美町長、寺西教育長を来賓に迎え、選手役員ら約
150名参加し開催されました。
このバレーボール大会は９人制で、各単Ｐで男女別に
チームを編成したリーグ戦で戦うため1チーム３試合す
ることになります。
試合規則は「日本バレーボール協会の９人制ルール及
び岩美郡ＰＴＡルールに従う」とあります。この「岩美
郡ＰＴＡルール」というのは、得点が1セット15点先取
の３セットマッチで行い、２セット先取したチームの勝
ちになるというところで、ここだけ９人制バレーのルー
ルとは違います。３試合もするのに1セット25点では
体力的にキツイという参加者の意見に配慮した心優し
いルールになっております。
とはいえ、ネットの高さは男子２m38cm・女子２m５
cmで高校生並み、簡単に優勝する事はできません。各
単Ｐが大会の２ヶ月前くらい前から選手を集め、週に２

岩美郡小中学校ＰＴＡバレーボール大岩美郡小中学校ＰＴＡバレーボール大会会 ･３回小学校の体育館を借りて練習を重ね、休みの日に
他校と練習試合を行ったりして大会に備えます。かな
り本格的です。選手は筋肉痛と戦いながら練習してい
ます。
今年は、男子は岩美西小チーム・女子は岩美北小チー

ムが熱戦の末、優勝杯を勝ち取りました。参加された選
手の皆さんお疲れ様でした。また、大会を準備していた
だいた連合会役員の皆さん、大会当番校の岩美南小学校
の役員の皆さん、ありがとうございました。

前嶋伸一

10月25日（日）、秋晴れのもと、智頭町福祉総合セン
ター「ひだまりホール」において講師の高多宏樹氏を招
き「思春期の子どもとの会話」と題した講演会を開催し
ました。高多先生は米子市の福米中学校の教諭で、講演
会では自身のボーイスカウト活動での子どもとの会話、
中学校での生徒の“想い”をとおして、いかに親として
子どもに接していくかを説かれました。中原中也、谷川

八頭郡中学校ＰＴＡ連合会会員研修会及八頭郡中学校ＰＴＡ連合会会員研修会及びび
母親委員会研修母親委員会研修会会

俊太郎、吉野弘等の詩についての中学生の短めなコメン
トが新鮮で興味深く、実生活では分からない子どもたち
の“心の襞”を垣間見ることができました。

ひだ

午後の研修会は場所を石谷家に移し、母親委員会の主
催で、藍染工房・「ちずぶるー」の石谷寸美子さん（68
歳）らのご教授をいただきながら藍染めを実習しました。
７種類の柄から好きなものを選び、23名の会員の手で
藍染めのブルーのハンカチを手づくりすることができま
した。“藍すくも”という染料が入った桶に布を漬けて手
で揉みながらいかにうまく色をつける
か、デリケートな作業ではありました
が、みんな笑顔を絶やすことなく作業
を終えました。実
習後は、今年、国の
重要文化財に指定
された石谷家の住
宅を見学し“智頭の
秋”を体感する研修
会を終えました。

田中俊光
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９月15日（火）、八頭郡小学校ＰＴＡ連合会と母親委
員会合同の研修会に鳥取市家庭教育支援コーディネー
ターの中林義一氏を講師としてお迎えし、船岡公民館に
て開催しました。

八頭郡小学校ＰＴＡ連合会・母親委員会研修八頭郡小学校ＰＴＡ連合会・母親委員会研修会会

７月11日（土）、青谷町民体育館においてＰＴＡの結
束を強め、学校間の交流と親睦を図るため、鳥取市中学
校ＰＴＡ親睦ソフトバレーボール大会が行われました。
昨年は猛暑の中汗だくで大変でしたが、今年は比較的
過ごしやすく、皆さんがプレーに応援に我を忘れ参加さ
れていました。
ハッスルプレーあり、珍プレーあり、ファインプレー
あり、笑いあり……。

鳥取市中学校ＰＴＡ連合鳥取市中学校ＰＴＡ連合会会
～親睦ソフトバレーボール大会～親睦ソフトバレーボール大会～～

例年母親委員会の研修で「母親だけではもったいない。
ぜひお父さんも参加を！」との声を反映させ、今年度は
合同開催と致しました。参加人数も例年の1.5倍、うち
約３分の１がお父さんという活気のある会となりまし
た。
中林氏は、38年の長きに渡り教育に力を注がれ、数多
くの子どもたちと接してこられました。その豊富な経験
を基に『～家庭・学校・地域をつなぐ～』と題し、教員
から見た保護者、全国学力テストの問題・おじいちゃん
となって見た学校への思い等をおり込みながらのお話
は、具体的で興味深く聞くことが出来ました。話の中で
引用された子どもたちの詩や作文から見えてくる親の姿
と子どもの目線の内容は、子どもとの接し方を考えさせ
られるものでした。 谷本浩美

鳥取市小学校ＰＴＡ連合会では、毎年 スポーツ大会
２回（バレーボール、卓球）、研修会３回（正副会長、
研修大会、小中合同人権研修会）、広報誌の発行（３回）
等の活動を行っていますが、今回は去る８月29日（土）
に鳥取環境大学で開催された研修大会を報告します。
この度の研修大会は、講演会及び分科会の２部構成と
しました。研究主題として、「家庭・地域の連携で心豊か
なたくましい子どもを育てよう」をテーマとし、各学校
のＰＴＡ活動の情報交換を通じて、抱える問題について
共同研修し、より充実したＰＴＡ活動のあり方を追求す
ることを目的として開催されました。
研修内容は、第１部の講演会には、日本海テレビ報道
制作部次長であり、中ノ郷中学校ＰＴＡ副会長でもある
福浜隆宏氏に「家庭で話し合ってみませんか？メディ
ア・情報との接し方」を演題として講演をしていただき
ました。
内容としては、テレビ局での経験を交えて、相手に伝
わる自分の個性としての「あいさつ」の重要性、情報発
信としてのマスメディア（テレビ、新聞等）とパーソナ
ルメディア（インターネット）の違いとケータイとの関

鳥取市小学校ＰＴＡ研修大鳥取市小学校ＰＴＡ研修大会会 係、特に情報の信頼性に関する発信者
の責任と受け手の責任、メール社会に
おける会話の重要性、小学校における
エコ活動の重要性など内容豊富な講
演でありました。
第２部の分科会においては、「ＰＴＡの役割につい

て」、「子育ての輪を広げる地域との連携について」、「会
員のＰＴＡ活動への係わりについて」など５つの分科会
に分かれ、事例発表を基に参集した会員との情報交換を
中心に進められました。
この研修大会を通じて、各単位ＰＴＡの活動がより一

層活性化することを願いつつ報告といたします。
横山隆雄

鳥取県ＰＴＡ
協議会副会長

ここの度、10月28日付で県教育委員会委この度、10月28日付で県教育委員会委員員
長を拝命致しました。PTAも教育委員会長を拝命致しました。PTAも教育委員会もも
願いは児童・生徒の健全育成です。皆様の願いは児童・生徒の健全育成です。皆様のごご
意見ご要望をいただきながら取り組んで意見ご要望をいただきながら取り組んで参参
ります。ります。榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 上山 弘子上山 弘子

勝敗にこだわることなく、しっかり親睦を深め、楽し
い一日を過ごすことが出来ました。

松本英光

あいさつ

上山弘子上山弘子氏氏
鳥取県教育委員会委員長に就鳥取県教育委員会委員長に就任任
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小山 光行（総務 鳥取 国府中）
山本 和代（総括 八頭 船岡小）
横山 隆雄（鳥取 倉田小）
山本ルリコ（鳥取 津ノ井小）
前嶋 伸一（岩美 岩美北小）

野球少年で６年生の我が子は、小学生としての全試合を消化して
「引退」の身である。心なしか寂しげではあるが、練習には、後輩の
指導？として参加している。仲間と時間を共有することが楽しくてたまら
ないのである。私も、この広報紙の編集に携わって、初心者で、知ら
ない人もいる中、どうなる事かと思っていたが、回を重ねていくうちに、
ＰＴＡで活動している同志合い通じるものもあり、大変ではあるが楽し
ささえ覚えた。これからも子どもと共に人との関わりの中で気づき、気づ
かされ成長出来たらと思う。 Ｋ.Ｙ

記後集編

期 日 平成21年12月13日（日曜日）
会 場 鳥取市国府町中央公民館大ホール
大会日程

講 演 「体と脳の発達を基盤にたくましく心豊かな子に育てる」
～子どもたちが心身ともに健やかに成長できる家庭づくりをめざして～

講 師 学術博士 生田 香明 先生
大阪大学名誉教授・大阪青山大学教授

委託事業 発表者 鳥取市立福部小学校ＰＴＡ 若山 義弘 氏
琴浦町立以西小学校ＰＴＡ 高力 政寿 氏
南部町立会見小学校ＰＴＡ 太刀原郁子 氏
境港市中学校ＰＴＡ連合会 古徳 寧 氏

指導助言 学術博士 生田 香明 先生

閉会式
鳥取県委託事業報告会

「基本的生活習慣の定着等
による学力向上促進事業」

アトラクション
国府中因幡の
傘踊り

講演「体と脳の発達を基盤
にたくましく心豊かな子に

育てる」
開会式受付

12:30 13:00 13:10 14:25 14:45 15:50 16:00

員委集編

福本 揚子（八頭船岡小）
兼平 恵（鳥取鹿野中）
松本 英光（鳥取南中）
田中 俊光（八頭中央中）

鳥取県ＰＴＡ協議会では、子どもたちの健やかな鳥取県ＰＴＡ協議会では、子どもたちの健やかな成成
長と会員相互の連携を目指し活動をしています。家長と会員相互の連携を目指し活動をしています。家庭庭
教育や学力向上、食育推進の問題など、学校の役割教育や学力向上、食育推進の問題など、学校の役割やや
家庭の役割を問われる場面が多くなり、我々保護者家庭の役割を問われる場面が多くなり、我々保護者はは
これらをどのように認識して活動に結びつけるか、これらをどのように認識して活動に結びつけるか、常常
に問われるようになりました。協議会では、県の担に問われるようになりました。協議会では、県の担当当
者やその専門分野の方々と席を同じくして多くの意者やその専門分野の方々と席を同じくして多くの意見見
を発信していますを発信しています。。
この夏日本ＰＴＡ全国大会に参加し、川島隆太この夏日本ＰＴＡ全国大会に参加し、川島隆太氏氏

（東北大学教授）の講演「脳科学から見た 早寝・（東北大学教授）の講演「脳科学から見た 早寝・早早
起き・朝ごはんの大切さ」を聞く機会がありました。起き・朝ごはんの大切さ」を聞く機会がありました。食食

は質が問題であること、早起きは「器」としての脳は質が問題であること、早起きは「器」としての脳をを
発達させること、「器」としての脳は多様性があり応発達させること、「器」としての脳は多様性があり応用用
が出来る力を有するなど、まさに「生きる力」の内が出来る力を有するなど、まさに「生きる力」の内容容
でした。そして、０～２才、12～18才までの親のでした。そして、０～２才、12～18才までの親の関関
わり方が大きな影響力を持つことを再認識いたしわり方が大きな影響力を持つことを再認識いたしまま
したした。。
子どもは大人の言葉から30％の影響を受け 行子どもは大人の言葉から30％の影響を受け 行動動

からは70％の影響を受けるとも言われます。まさからは70％の影響を受けるとも言われます。まさにに
子どもは親の背中を見て育つのです。我々大人が、子どもは親の背中を見て育つのです。我々大人が、正正
しく、責任ある行動をしていくことが、よりよい子しく、責任ある行動をしていくことが、よりよい子どど
もを育てることにつながっていることを忘れてはもを育てることにつながっていることを忘れてはなな
りません。無意識、無関心、傍観者では許されないりません。無意識、無関心、傍観者では許されないのの
です。次代を担う子ども達の手本となるべき姿をです。次代を担う子ども達の手本となるべき姿を探探
るとともに、多くの諸問題にどう対処できるか共にるとともに、多くの諸問題にどう対処できるか共に考考
えるべきではないでしょうかえるべきではないでしょうか。。

鳥取県PTA協議会役員の声

子どもは親の背中を見て育つ
副会長・母親委員長 土井 綾


